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第２学年＊組 理科学習指導案

指導者 髙橋 利明

Ｒ6研修センター長期研修

１ 単元名 電流と回路

２ 本単元の目標

（1）電流と回路に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、回路の電流・電圧・抵抗、電気

とそのエネルギーを理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。

（2）電流と回路に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、

その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働きの規則性を見いだして表現すること。

（3）電流と回路に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に

探究しようとする態度を養うこと。

３ 単元の評価規準

４ 単元について

(1）教材観

本単元は、「エネルギー」についての基本的な概念等を柱とした内容のうちの「電流とその利用」に

関わるものであり、中学校第１分野｢(6)ア（イ）化学変化と電池」の学習へとつながるものである。生

徒は、小学校第３学年で「電気の通り道｣､第４学年で「電流の働き｣､第６学年で「電気の利用」など、

電流の働きについて初歩的な学習をしている。本単元では、電流と回路に関する事物・現象を日常生活

や社会と関連付けながら理解し、回路の作成や電流計、電圧計、電源装置などの操作技能を身に付け、

電流に関する実験を行い、その結果を分析して解釈し、回路の電流や電圧の規則性を見いだして表現す

るとともに、電流と回路に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど

科学的に探究しようとする態度を育成することをねらいとしている。

(2）生徒観

本校生徒に、理科に関する実態調査と意識調査（令和６年＊月＊日実施、第２学年＊組＊人）を実施

した｡｢理科の実験内容を自分で考えようとしていますか｡｣という質問に対して、＊人が否定的な回答を

している。ノートの記述をみると、課題に対して＊人の生徒が自分の考えをもつことはできているが、

そのうち＊人は学習経験や既習事項を根拠とした仮説を立てることができていなかった。また、平成27

年度全国学力・学習況調査中学校理科の実験の計画の立案に関する問題を実施したところ、本校生徒の

正答率は＊％（全国平均正答率52％）であった。これらのことから、学習経験や既習事項を事象に結び

付けて仮説を立てることができず、仮説を実証できる内容で実験の計画を立案することができていない

ことが分かった。

(3）指導観

そこで、本研究では中学校第２学年「電流と回路」において、実験の計画を立案する力を育むために

二つの手立てを実践する。一つ目の手立ては、生徒が振り返りを共有し、デジタル化して蓄積すること
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である。他者の考えも参考にしながら経験や獲得した知識を整理することで、生徒が仮説と結び付けて

考えられるようにする。また教師も生徒の振り返りの内容を把握し、適切なフィードバックを行うよう

にする。これにより生徒は、仮説を立てる際に学習経験や既習事項を目の前の事象につなげることがで

きるようになると考える。二つ目の手立ては、仮説や実験の計画を協働的に検討することである。仮説

を立てる場面と実験の計画を立案する場面では、個人で考えをまとめた後に、互いの計画を交流させて

から、もう一度見直す活動を取り入れる。そして、学習経験や既習事項を事象に結び付け、根拠のある

仮説になっているか、実験の計画が仮説を実証できる内容になっているかを検討できるようにする。ま

た、個別に実験を選択し、それぞれの実験の計画に従って実験を行う場を設定することで、自らの仮説

を実証できる実験の計画を立案することができるようになると考える。

５ 単元の指導計画（14時間扱い） 〇は指導に生かす評価場面、◎は記録に残す評価場面

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等

１ １

・写真を見ながら自分たちの生活

のどんなことに電気が使われて

いるのか考える。

〇 態：電流に関する事物・現象に進んで

関わり、生活の中から見つけ出そ

うとしているかについて見取り、

しようとしていない生徒には、教

科書の写真を見ながら、生活の中

の電気の利用を考えるよう伝え

る。 【行動観察】

２

・電気で働くものの前後で電流の

大きさが変化するかどうかを調

べる。

○ 知：回路を流れる電流を測定する実験

を行い、規則性を見いだして理解

しているかについて見取り、でき

ていない生徒には結果の表から、

数値がどのように変化しているか

目を向けられるように助言する。

【ノート】

３

・直列回路の電流の大きさを調べ

る実験を行う。

○ 思：実験結果から、直列回路の流れる

電流について規則性を見いだして

表現しているかについて見取り、

できていない生徒には電流の大き

さの関係について目を向けられる

ように助言する。

【ワークシート】

４

・並列回路の電流の大きさを調べ

る実験を行う。

◎ 知：並列回路をつくり、各部に流れる

電流の大きさを正しく記録してい

る。 【行動観察】

２ ５ ○ 知：明るさと電圧の関係について理解

しているかについて見取り、でき

ていない生徒には小学校の実験を

想起させる。 【ノート】

まとめ 生活の中のたくさんの場面

で電気が使われており、電流

には大きさや向きがある。

まとめ 回路を流れる電流は、豆電

球やモーターを働かせても大

きさは変わらない。

まとめ 直列回路では流れる電流の

大きさはどこでも等しい。

まとめ 並列回路では、道筋が枝分

かれしている部分の電流の大

きさの和は、枝分かれしてい

ない部分の電流の大きさと等

しい。

課題 電源の＋極を出てから－極に

入るまでの間に電流の大きさは

どうなるのだろうか。

課題 私たちの生活のどんなことに

電気が使われているのだろう

か。

課題 直列回路では、流れる電流の

大きさはどうなるのだろうか。

課題 並列回路では、流れる電流の

大きさはどうなるのだろうか。

課題 乾電池の数によって、豆電球

の明るさが変わるのはなぜだろ

うか。
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・電流を流そうとする働きを電圧

ということを知る。

・電圧計の使い方を知る。

６

７

・直列回路、並列回路の電圧を測

定する実験を行う。 ○

◎ 態：回路の電圧を測定する実験に進ん

で関わり、規則性について、見通

しをもって実験を行おうとしてい

る。 【行動観察】

思：回路の各部分に加わる電圧につい

て、実験結果から規則性を見いだ

して表現しているかについて見取

り、できていない生徒には、電流

の規則性について想起させ、比較

できるようにする。

【ワークシート】

８

本

時

目標：三つの豆電球が入った回路

について、電流・電圧の関

係を調べる実験の計画を立

案する。

１ 学習課題をつかむ。

２ 回路を考える。

３ 仮説を立てる。

・並列回路では、電圧の大きさ

はどこでも等しかったので、

豆電球を三つ並列につないだ

ときもどこでも等しくなる。

・直列と並列が交ざった回路で

は、並列回路の部分は一つの

豆電球と考えられるので、直

列回路の電流と同じ関係にな

る。

４ 仮説を共有し、検討する。

５ 実験の計画を立案する。

６ 実験の計画を共有し、その後

検討する。

◎

・発展的な題材を示すことで生徒の意

欲を高めるとともに、今までの学習

を振り返ることで解決可能なことを

伝える。

・実験の場面では、自分が立案した計

画に沿って実験を行うことを伝え、

前向きに取り組めるようにする。

・全ての豆電球が直列、並列になって

いる回路だけでなく、直列回路と並

列回路が混ざった回路についても考

えられるように支援する。

・今まで行ってきた実験を想起させ、

既習内容を基に考えることができる

にする。また、考えがまとまらない

生徒は、ICT 端末で蓄積した振り返

りを確認しながら考えるように促

す。

・どの部分の何を測定するのかが明確

になるように、電流計、電圧計のつ

なぎ方を考えることができるように

する。

・共有時には実験が実証可能かどうか

互いに考えられるように助言する。

思：三つの豆電球入った回路の電流・

電圧を測定する計画を立案してい

る。 【ワークシート】

９ ・選択した回路ごとのグループで

実験を行う。

○ 態：計画に従って実験を進んで行い、

課題を解決しようとしているかに

ついて見取り、できていない生徒

には、ワークシートを基に回路図

を確認するように助言する。

【行動観察】

まとめ ３つの豆電球を用いた回路

でも、電流・電圧は、直列回

路、並列回路と同じ関係にな

っている。

まとめ 直列回路では、それぞれの

豆電球に加わる電圧の大きさ

の和が電源または回路全体の

電圧の大きさに等しい。並列

回路では、それぞれの豆電球

に加わる電圧の大きさはすべ

て同じで、電源または回路全

体の電圧の大きさに等しい。

まとめ 電圧が大きいほど回路を流

れる電流も大きくなり、豆電

球は明るくなる。

課題 ３つの豆電球が入った回路で

は、電流・電圧の関係はどうな

っているのだろうか。

課題 直列回路と並列回路では、各

部分に加わる電圧にどのような

関係があるのだろうか。
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３ 10

11

・太さの違う電熱線を流れる電流

の大きさを調べる実験を行う。

◎

○ 思：実験の結果を分析して解釈し、電

流と電圧の関係性を見いだして表

現しているかについて見取り、で

きていない生徒には、グラフが原

点を通る直線になっていることを

助言する。 【ノート】

知：電流や電圧、抵抗について、オー

ムの法則を使った計算の仕方を理

解している。 【ワークシート】

12

・抵抗が２個の直列回路と並列回

路について、回路全体の抵抗を

計算から求める。

◎ 知：直列回路、並列回路の電流、電圧

の関係からオームの法則を使い、

合成抵抗を求めている。

【ワークシート】

４ 13

14

・電熱線で水を温める実験を行い

グラフにまとめる。 ◎

◎ 態：電流を流した時間と温度変化につ

いて、見通しをもって実験を行お

うとしている。 【行動観察】

思：実験結果から、電力と熱量の関係

について規則性を見いだして表現

している。 【ワークシート】

まとめ 回路を流れる電流の大きさ

は電圧の大きさに比例する。

この関係をオームの法則とい

う。

まとめ 抵抗を直列につなぐと全体

の抵抗はそれぞれの抵抗の和

になり、並列につなぐとそれ

ぞれの抵抗の大きさより小さ

くなる。

まとめ 電熱線から発生する熱量

は、電力の大きさや電流を流

した時間に比例する。

課題 回路の電流と電圧の大きさ

は、どのような関係があるのだ

ろうか。

課題 抵抗を２個つないだ回路で

は、全体の抵抗の大きさはどの

ようになるのだろうか。

課題 電熱線から発生する熱量は電

力や電流を流す時間とどのよう

に関係しているのだろうか。


